山梨県コンクール　三部　佳作賞
「ごはん・お米と私」　
南アルプス市立八田中学校一年　
　渡辺　風花　
お母さんのおばあちゃんの時代はお米がとても貴重品で、なかなか食べられない高級品だったという。
今では当たり前のように毎日食べられているお米が、毎日食べられないという状況を、私達は知らないし、想像もできない。特に戦争中には、配給と言って、貰えるお米の量が一人一人決まっていたらしい。私のお母さんがおばあちゃん子だったこともあり、こういう話を良くしてくれる。私にとってはひいおばあちゃんにあたる人だ。
ひいおばあちゃんは私が生まれる十年も前に亡くなっている。私は遠い世界のおとぎ話のように、実感なくそのような話を聞いているが、会って直接聞いてみたかったと思う。日本に本当にそんな時代があったことが不思議で色々と細かいリアルな質問をしてみたかった。
印象に残った話は、ひいおばあちゃんは毎日お茶碗にお米を一粒も残さずに食べていたらしい。毎日の習慣でそこにお茶を入れて飲んでいたと言う。それで茶碗をきれいにしそのあと洗う手間もなくすためにと水の節約まで考えて行動し、その一つ一つに生活の知恵があったという。
日常のあらゆるものが貴重で、今の時代には考えられないような、そんな話ばかりだ。日の丸弁当なんて実際に見たことはないが、あったらしい。他に入っていても漬物やたくあんのみ。私が普段食べているお弁当は、唐あげや卵焼きが入っているのが当たり前だから、今の時代に生まれて本当に良かったと思ってしまう。
そしてそんな当たり前に慣れてしまっている私達は食べ物を残し、捨ててしまっているのも事実だ。お母さんは、ひいおばあちゃんにはよく、食べ物を無駄にすると目がつぶれるよ、とおどされていたらしい。ひいおばあちゃんは意地悪な所もあったようで、お母さんにはよくこのような事を言っていたらしい。私は誰からもそんな事を言われた事はなく、だから欲張ってたくさんご飯をお茶碗に盛ってしまい食べきれずに残してしまう事がある。フードロスとよく聞くようになり、少し意地悪なひいおばあちゃんのこの話をよく思い出すようになり、私も出来る事から気をつけよう、と思った。
毎日食べているお米のすごさを実は私は令和に入ってから更に実感させられる事となる。風邪で高熱を出して、具合が悪く何も食べられなかった時、それが生まれて初めて二日間続いた時、久しぶりに食べたただの何も入っていないおかゆに私は今まで食べたどんな物よりもとても美味しく感じられたのだ。これは本当に感動とおどろきがあった。この経験から塩だけのご飯も食べるようになった。お米そのものの旨味と甘みが感じられて癖になっている。今まではおかずがなければお米は食べられなかったのに。
おかずがなくても、久しぶりに食べたお米だけでこんなにおいしいなんて、きっとひいおばあちゃんも、こんな気持ちだったに違いない。
限られたお米の量をもらい、食べ、それが尽きてしまったとき、しばらくご飯が食べられず、そして何日か後にまた久しぶりに食べられるお米のおいしさよ、こんな風にひいおばあちゃんも感動したに違いない。
何十年もの時を経て、ひいおばあちゃんが私に教えてくれた。何十年も経って私に会いに来てくれ、それを伝えに来てくれたような、そんな気がした。
ひいおばあちゃんのずっと続いてきた受け継がれてきたこんな話を私はまた自分の子供とそのまた子供たちに、私もいつかひいおばあちゃんになったら、教えてあげようと思った。お米に感謝することを忘れないように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

